
新型インフル  
工ンザ  
（HINl）  

インフルエン  
ザ  

新型インフル  
工ンザ  
（HINl）  

NEnglJMed  
2009；360：2605－  

2615  

JoumaIofGeneraI  
ofMedicine2009：  
90：900－908   

NEnglJMed  
2009：360：2605－  

2615  

90473に同じ  

大洋薬品工 業  ヘパリンナトリウム  ヘパリンナ トリウム  ブタ  
中国  

90721に同じ  

90473に同じ  

富士フイル  
ムRlファー  

マ  

テクネチウム人血  
清アルブミン（98  mTc）  

ヒト血液  日本  

ム人血清  
アルブミン  
（g9mTc）  

ウイルス感  

染  

HIV  

PLoS Pathogens 
2009；4：elOOO455  

Nature Medicine  
2009；15；871－872  

90527に同じ  

90636に同じ  
ワイス  ブタ血液  

ヒト血液  

オランダ  

日本  

ポルフィマーナトリ  
ウム   

乾燥濃縮人活性  
化プロテインC  化学及血清 療法研究所  日本細菌学会第  

82回総会（2009  
March12，13，14）  

CDC／MMWR2009：  

58；（Dispatch）卜3  

（2009Apri121）  

厚生労働省 新型  
インフルエンザに  
関する報道発表資  
料 2009May16  

農林水産省 新型  
インフルエンザに  
関する報道発表資  
料 20090ctober  
21  

細菌感染  90498に同じ  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）   

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

90498に同じ  

90498に同じ  

乾燥ペプシン処理  
人免疫グロブリン  

ペプシン  ブタ胃粘膜  

2009年10月21日、農林水産省は大阪府の養豚農場のブタから  
分離されたウイルスが新型インフルエンザであることを発表し、  
当該農場に対し、臨床検査および遺伝子検査により異常がな  
いことを確認するまで飼育ブタの移動を自粛するよう要請した。  
（独）農研機構動物衛生研究所がHおよびN亜型検査（遺伝子  
解析）を実施した結果、本ウイルスはHINl亜型であり、新型イ  
ンフルエンザと同一である事を確認した。   

カナダCF（Aの検査員2名が、2009年4月下旬にAFbertaのブタに  
おけるインフルエンザアウトブレイクについて調査中にブタイン  
フルエンザA／HINlに感染したことが発覚した。カナダにおける  
最初の新型インフルエンザ感染例である。   

療法研究所  

新型インフル エンザ （HINl）  

サノブイ・ア  
ベンティス  

エノキサパリンナト  

リウム  
ヘパリンベ  

ブタ腸粘膜  
アメリカ、カナ  
ダ、フランス、ド  
イツ、ベルギー、  

オランダ及び  
オーストリア  新型インフル エンザ （HINl）  

ProMED－rnai1  

20090723．2603  
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米国及び製  
造時にBSE  

問題のない  

国  
ニューー  

ランド、オー  

ストラリア   

宿主細胞株は、  

Dr．bwronGeCha  

sin（CotumbiaUni  

v即Sity）より入手  

した  

ニューー  

ランド  

米国、カナ  

ダ  

萬有製薬  肺炎球菌ワクチン  

蕪‖  
ウシ乳  

蕪一  蕪●  
萬有製薬  肺炎球菌ワクチン  

有効一 成分   
蕪‘  蕪■‾  アルグルコシダー  

ゼ アルファ（遺伝  

子組換え）  

遺伝子組  

換えチャイ  
ニーズハム  
スター卵巣  
細胞   

ウシ血液  

蕪－  

■  
ジ諦  

アルファ  

シダーゼ  （遺伝子細 換え）   

ム・ジャパン  

蕪‥  ジェンザイ  アルグルコシダー  
ゼ アルファ（遺伝  

子組換え）   

アルグルコシダー  
ゼ アルファ（遺伝  

子租換え）  

ウシ血清  
蕪‾  

ム・ジャパン  ■1  

ブタ膵臓  
ジェンザイ  トリプシン  

米国CDCは2009年5月1日から8月20日に2009パンデミックイン  
フルエンザA（HINl）感染が確認され死亡した77例の米国人患  

者の肺組織を検査し、肺炎を引き起こす細菌圭感染について調  
査した。77例中22例で圭感染の根拠が認められ、そのうち10例  
からStreptococcuspneurnoniaeが検出された。22例中有効な  
症例である17例について検討した罷患期間は6日間であり、18  
例中情報が得られた14例は医療機関を受診しており、8例が入  
院した。これらの結果から、2009パンデミックインフルエンザ  
A（HINl）感染の死亡例には細菌性肺感染が発現しており、肺  
炎球菌性肺炎のリスクが高い患者への肺炎球菌ワクチン接種  
およびインフルエンザ患者の細菌性肺炎を早期発見することの  
両方の重要性を強調している。   

ム・ジャパン  

新型インフル エンザ （HINl）  

CDC／MMWR2009；  

58：107ト1074  

抗ヒト胸腺細胞ウ  
ン  
ン  

抗ヒト胸腺細胞ウ  
ン  
ン  

ウサギ血 清  
フランス、ベ ルギー  蕪－  蕪‾‾  ジェンザイ  

抗ヒト胸腺 細胞ウサ ギ免疫グ ロブリン  
蕪■  

ム・ジャパ  

蕪‥  ジェンザイ  
ヒト胸腺  米国、カナダ、ス  

ウェーデン、スロ  
バキア、チェコ、  
デンマーク、ノル  
ウェー、フィンラ  
ンド、ポーラン  

ド、リトアニア、  
ベルギー  

米国  

ニュージー  

ランド、オー  

ストラリア  

蕪一  蕪●  
ム・ジャパ  

ジェンザイ  抗ヒト胸腺細胞ウ  
ン  
ニノ＿＿‖＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

肺サーファクタント  サギ免疫グロブリ   製剤  
赤血球   サーファク  

ヒト血液  

ウシ肺  

蕪■   

蕪●  

蕪■   

蕪－  

2009／11／24  

2009／＝／25  

ムージャパ  
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概要  

人免疫グロブリン  

新型インフル エンザ （HINl）  

FDA／CBER2009  
Apri130  

FDA／CBER  
Guidance for  
Industけ2009July  

VoxSang川nis  

2009こ96：270  

FDA／CBER2009  
Apri130   

FDA／CBER  
Guidance for  
Industry2009JuJy  

Vox Sanguinis 
2009；96；270  

90523に同じ  

パルボウイ  
ルス  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病   

新型インフル  
エンザ  
（HINl）   

パルボウイ  
ルス  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

90523に同じ  

90527に同じ  

日本製薬  

乾燥抗D（Rho）人免 疫グロブリン  

抗D（Rho） 抗体  

人血液  米国  

90523に同じ  

90523に同じ  

90527に同じ   

大塚製薬  インターフェロン  
ガンマーnl  

インターフェロン  
ガンマーnl   

インターフェロン  
ガンマーnl  

インター  
ヒトミエロモ  

ノサイト細  
胞株  
ヒト血液  

ウシ血液  

アメリカ  

フェロン  
ガンマーnl  

人血清ア  

ルブミン   

ウシ胎仔  

大塚製薬  

大塚製薬  

アメリカ  

アメリカ、  
オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド   

イギリス  

2009／11／26  

2009／11／26  

天壕塾菜‾  

インターフェロン ガンマーnl  

マウスハイ  

ブリドーマ  

机什N‾γ モノクロ ナール抗 体 ハムスター  

大塚製薬  

インターフェロン ガンマーnl  

ハムスター  
日本  

（ヒトミエロ モノサイト 細胞を皮 下で増殖）  
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FDA Guidance for  

Industry（draft）  

”use of  

Serological Tests 

to Reduce the  

Risk of  

Transmissjon of  

Trypanosoma  

cmziInfectionin  

．．■＿■＿■＿■＿ ＿ ＿ ＿ ＿＿＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿  

CDC／MMWR  

2009；58；773－  

778  

アメリカ・トリ  
パノソーマ症  

90527に同じ  

新型インフル  

エンザ  

（HINl）  

パルボウイ  

ルス  

HIV  

90527に同じ  

Transfusjon  

（Malden）2009；49：  

1488－1492   

Nature Medicine  

2009：15；871－872  
90636に同じ  

ヒトにおけるPIasmodiumknowles感染の臨床的な特徴および  
検査結果を調べる目的で、急性P．knowJes感染患者の背景と  
経過について系統的に調べ、2006年7月－2008年2月に、Kapjt  
病院でPCRにより急性マラリアと確定された、治療歴の無い非  
妊娠成人から臨床データおよび検査結果を収集した。152例の  
うち、P．knowlesi、P．falcipan」mもしくはP．vivaxに感染した症例は  

107（70％）、24（16％）および21（14％）であり、非特異的発熱症状の  

あるP．knowles感染患者の入院時寄生虫値の中央値は  
1387parasite／uIであり、全例が血小板減少を示した。ほとんど  
のP．knowles感染患者には合併症はなく、クロロキンおよびプリ  
マキン治療で治癒した。WHOの熱帯性マラリアの判断基準によ  
り7人は重症であった。入院時のP．knowlesi寄生虫血症は呼吸  
困難の独立した決定因子であり、入院時の血清クレアチニンレ  
ベル、血清ビリルビンおよび血小板数と同様であった。2例の  
P．knowles感染患者が死亡し、死亡率は1．8％（95％信頼区間、  
0．2－6．6％）であった。P．knowIesiは広範囲の疾病を引き起こす  

が、多くの場合合併症伴わず、治療に速やかに反応し、約10人  
に1人が死亡を伴う合併症となる。  

CJinicaJ［nfection  

Deiseases2009；  

49：852－860  

オーストラリアの研究グループは新型AINlウイルスに感染し重  
症となった妊婦では、ウイルスと戦い、体がワクチンに反応する  
助けとなる、特定の抗体が低値である事を発見した。ICUで治療  
中のブタインフルエンザ感染患者すべての抗体レベルを個々の  
サブタイプまで調べた結果、IgG2のレベルが低値であった。妊  
娠女性についてのみ調べた結果であるが、このIgG2欠損が、  
ほとんどの人はインフルエンザ症状のみで治癒するが少数例  
は危篤となる理由が説明できる可能性がある。   

新型インフル エンザ （HINl）  

The Canadian  

Press 2009 

September16  
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人アンチト  
ロンビンⅢ  

ベネシス  
日本細菌学雑誌  
2009：64：220  

CDC／MMWR2009：  
58；（Dispatch）ト3  

（2009Apri121）  

トロンビンⅢ  
細菌感染  90527に同じ  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）   

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

リケッチア症  

ウイルス感  
染   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  
新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

ウイルス感  
染   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

90498に同じ  

FDA／CBER2009  
Apri130  

Sience2009ニ  

10．1126／SCIENCE  

．11760＄2  

90523に同じ  

90527に同じ  

第83回日本感染  
症学会総会 2009  
Apri123－24  

NEngJJMed  
2009；360；2099－  
2107  

HPA2009May22  

90527に同じ  

90527に同じ  

CDC／MMRW2009：  

58：521－524  
90527に同じ  

PLoS Pathogens 
2009ニ4ニelOOO455   

Department of 
Health2009June  
5  

90527に同じ  

90527に同じ  

FDA／TSEadvisaけ  

committee2009  
June16   

FDAGuidancefor  
Industry（dra托）  

′′useof  

Serological Tests 
toReducethe  
Risk of 
Transmission of  
TⅣPanOSOma  

crl，JZilnfectionin  

90527に同じ  

アメリカ■トリ  
パノソーマ症  

90527に同じ   
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概要  

新型インフル  

エンザ  

（HINl）   

パルボウイ  

ルス  

川∨  

CDC／MMWR  
2009；58；773－  

778   

Transfusion  
（Malden）2009ニ49：  

1488－1492  

Nature Medicine  
2009：15：871－872  

CIinicallnfection  
Deiseases2009：  
49：852－860   

The Canadian  
Press 2009 
September16  

日本細菌学雑誌  
2009：64；220  

CDC／MMWR2009：  

58：（Dispatch）l－3  

（2009Apri121）   

FDA／CBER2009  
Apri130   

Sience2009：  
10．1126／SC［ENCE  

．‖76062  

第83回日本感染  

症学会総会 2009  

Apn123－24  

NEnglJMed  
2009：360：2099－  

2107  

90527に同じ  

90636に同じ  

90745に同じ  マラリア  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

90745に同じ  

米国  
抗D（Rho）  

抗体含有  
人免疫グ  
ロブリンG  

人血液   

乾燥抗D（Rho）人免 疫グロブリン  

ベネシス  

細菌感染  90527に同じ  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）   

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

新型インフル  
工ンザ  
（HINl）  

リケッチア症  

90498に同じ  

90523に同じ  

90527に同じ  

90527に同じ  

ウイルス感  
染  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

新型インフル  
工ンザ  
（HINl）  

90505に同じ  

90527に同じ  HPA2009May22  

CDC／MMRW2009：  

58：521－524  
90527に同じ   
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ウイルス感  
染  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  
ブ病  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

PLoS Pathogens 
2009：4：elOOO455  

DepartrTlentOf  
Health2009June  
5  

90527に同じ   

－●一■■■■■■一一－●●－■■－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－■－■■■■■■一●■■  

90527に同じ  

t－－●●■■■■－■■■－■●一●－－－－一一－－－－－一一■■■■－－一－－－－－－－－－－■■■■－■－●■  

90527に同じ   

－●－－■■■■■■■－一一●■■－－－－－－－－－一－－－一一－－－－－－－－t－－－●■■■■－－■－■■  

FDA／TSEadvisary  
committee 2009 
June 16 

FDA Guidance for 
lndustrY（draft）  

”use of  

Serologica［Tests  
to Reduce the 
Rkkof  
Transmission of  
Trypanosoma   

CDC／MMWR  
2009；58；773－  

778  

Transfusion  
（Malden）2009；49：  

1488－1492  

アメリカ・トリ  
パノソーマ症  

90527に同じ  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

パルボウイ  
ルス  

90527に同じ  

90527に同じ  

Nature Medicine  
2009：15；871－872  

C［inical［nfection  

Deiseases2009；  
49；852－860  

9063引こ同じ  

90745に同じ  マラリア  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

細菌感染  

The Canadian  
Press 2009 
September16   

日本細菌学雑誌  
2009：64；220  

日本  
人血液  

乾燥濃縮人血液  
凝固第Ⅸ因子  

ベネシス  

第Ⅸ因子  90527に同じ  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）   

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

CDC／MMWR2009；  
58；（DispatGh）ト3  

（2009Aprl121）  

FDA／CBER2009  
Apri130  

90498に同じ  

90523に同じ   
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新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

リケッチア症  

ウイルス感  
染   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

新型インフル  
工ンザ  
（HINl）   

ウイルス感  
染  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

Sience2009：  
10、1126／SCIENCE  

．1176062   

第83回日本感染  
症学会総会 2009  

Ap州23－24  

NEnglJMed  
2009ニ360：2099－  

2107  

HPA2009May22  

90527に同じ  

90527に同じ  

90505に同じ  

90527に同じ  

CDC／MMRW2OO9；  

58：52卜524  
90527に同じ  

PLoS Pathogens 
2009；4：elOOO455  

Department of 
Health2009June  
5   

FDA／TSE advisary  
committee 2009 
June 16 

90527に同じ  

90527に同じ  

90527に同じ  

FDA Guidance for 
IndustrY（draft）  

′′use of  

Serological Tests 
to Reduce the  
Risk of 
Transmission of  

加pタロPチタm今‖‥．  
CDC／MMWR  
2009；58；了73－  

778  

Transfusion  
（Matden）2009：49二  

1488－1492   

Nature Medicine  
2009：15：87ト872  

アメリカ・トリ  
パノソーマ症  

90527に同じ  

新型インフル  

エンザ  

（HINl）  

パルボウイ  

ルス  

HIV  

90527に同じ  

90527に同じ  

90636に同じ   
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Clinical Infection 
Deiseases2009：  
49；852－860  

90745に同じ  マラリア  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

細菌感染  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）   

新型インフル  
エンザ  
（HINl）   

新型インフル  
工ンザ  
（HINり  

The Canadian  
Press 2009 
September16   

日本細菌学雑誌  

2009こ64；220  

人血液  日本  ペネシス  

乾燥人フィブリノゲ ン  90527に同じ  

CDC／MMWR2009こ  
58：（Dispatch）卜3  

（2009Aprl121）  

9049引こ同じ  

FDA／CBER2009 Apri130  90523に同じ  

Sience2009；  
10．1126／SC旺NCE  

．1176062  
90527に同じ  

第83回日本感染  
症学会総会 2009  
Apri123－24   

NEnglJMed  
2009：360；20g9－  
2107  

リケッチア症  90527に同じ  

ウイルス感  
染  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病   

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

ウイルス感  
染  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

9050引こ同じ  

90527に同じ  HPA2009May22  

CDC／MMRW2009；  

58：52ト524  
90527に同じ  

PLoS Pathogens 
2009；4：elOOO455  

Depa止mentof  

Health2009June  
5  

9052了に同じ  

90527に同じ   
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横雲  

フェルトヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
FDA／TSEadvisary  

committee 2009 

June 16 

90527に同じ  

FDA Guidance for  

Industry（draft）  

′′useof  

Serological Tests 

to Reduce the  

Rjsk of  

Transmission of  

Trypanosoma  

crtLZiInfectionin  

CDC／MMWR  

2009こ58；773－  

778  

Transfusion  

（Malden）2009：49：  

1488－1492  

Nature Medicine  

2009；15：871－872  

アメリカ・トリ  
パノソーマ症  

90527に同じ  

新型インフル エンザ （HINl）  

90527に同じ  

90527に同じ  

90636に同じ  

Clinical lnfection 
Deiseases2009：  
49ニ852－860   

The Canadian  
Press 2009 
September16  

90745に同じ  マラリア  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）   

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

90745に同じ  

ヒト血液  
日本  

人血清ア  

ルブミン  

インター   

NEnglJMed  
2009：360：2605－  

2615  

N EnglJMed  
2009：360：2605－  

2615  

90473に同じ  

日本  
ヒト線維芽 細胞  

90473に同じ   

オランダ、ド  
イツ、ベル  
ギー及びル  
クセンブルク  

ウシ乳  
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オーストラリ  
ア及び  
ニュージー  

ランド  

アメリカ合衆  
国及びカナ  

ダ  
スイス  

フランス、  
オーストリ  
ア、ドイツ   

アメリカ  

アメリカ及び  
カナダ   

アメリカ及び  
カナダ  

アメリカ及び  
カナダ  

蕪‖  

蕪‖   

蕪‾－  

蕪‘  

蕪■   

蕪■  

ブタ膵臓抽  

出物   

ヒト血液  

ヒト血液  

トリプシン  

ヒト血清ア  

ルブミン   

ヒトトランス  

フェリン  

東レ  

ノバルティ  
スファーマ   

ノバルティ  
スファーマ  

ノ／くルティ  

スファーマ   

ノバルティ  
スファーマ   

ノバルティ  
スファーマ  

ノバルティ  
スファーマ  

ノ／くルティ  

スファーマ  

ノ／くルティ  

スファーマ  

ノバルティ  
スファーマ  

メルクセ  

ローノ株式  
会社  

バシリキシマブ（遺  

伝子組換え）  

バシリキシマブ（遺  

伝子組換え）  

バシリキシマブ（遺  

伝子組換え）   

バシリキシマブ（遺  

伝子組換え）  

バシリキシマブ（遺  

伝子組換え）  

バシリキシマブ（遺  

伝子組換え）  

バシリキシマブ（遺  

伝子組換え）  

バシリキシマフ（遺  

伝子組換え）  

バシリキシマブ（遺  

伝子組換え）  

ホリトロピンアル  
ファ（遺伝子組換  

え）  

2009／11／27  

2009／11／27  

蕪‘   

蕪‾   

蕪一  

蕪■   

蕪一   

蕪－  

ウシ血液  

ウシ膵臓抽  
出物  

ウシの皮及  
び骨由来  
ゼラチン   
ウシの乳及  

びブタの膵  
臓由来酵  

素  
ウシの障膳  

ウシ胎仔  
2009／11／27  

2009／11／27  

2009／11／27  

ウシインス  
リン  

ウシペプト  
ン  

ウシトリプ  

トン  

ウシTPCK  
処理トリプ  
シン   

ブタカルポ  

キシペプチ  
ダーゼ   

バシリキシ  

マブ（遺伝  

子組換え）  

ニュージー  

ランド  

アメリカ  ブタの膵臓  

マウスモノ  

クローナル  

抗体   
ウシ胎児血  

液  
宥‾  蕪■－  1）マスターセ ルバンク（米  

国）2）ワー  

キングセル  
バンク（米国）  

ウシ胎児  

米国ノースカロライナ州の農場で、2009年4月6－10日の週に仔  
牛1頸が狂犬病に感染し死亡した。RowanCountryにおいて  

2009年5例目の症例である。   

ProMED－mai1  

20090418．1470  
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概要  

2009年9月28日、米国コロラド州EIPasoCountyでは1匹のマウ  
ンテンライオンと1匹のウシが異常行動を示した後安楽死させら  

れ、検査の結果狂犬病に陽性であったと公表した。このライオ  
ンとウシの感染源は不明であるが、公衆衛生局はこれまでに8  
匹のスカンクが狂犬病に陽性であったことから、スカンクとの関  
連を推測している。また、2009年9月25日、CaIhanで狂犬病のウ  
シが安楽死させられた。ウシの農場主およぴウシを診察した獣  
医師とその助手は予防接種を受けていた。獣医師および当局  
は飼い主にペットヘの予防接種を呼びかけている。  

2009年6月11日、ネブラスカ州中央北部で2例のウシ結核（TB）  
が確認された事を受け、他の31施設、約1万5千頭が検疫を受  
けていると当局は発表し、この作業には月単位の時間がかかる  
が、その間、検疫下にあるウシを移動させないよう要請した。州  
の農務局は病原動物の由来を特定してはいないが、ヒトがウシ  
TBに感染する機会はほとんどないと述べた。  

インディアナ州で2箇所目のシカ科牧場でメスのエルクが結核  

（TB）に陽性であった。インディアナ州のBoardofAnimaJ  
HeaIth（BOAH）が5月にシカ類を調査した陽性結果から明らかと  

なった。BOAHは関連機関と協力してこの牧場の周辺隣接地域  
内の野生動物や地域内の牛舎の検査（radiustesting）をする計  

画を立てている。ウシTBは主にウシに感染するが、恒温動物  
にも伝播する。TBは臨床症状だけでは診断が難しいため、牧  
場主は家畜の慢性の痍咳を伴った肺炎などの感染症状に気付  
いたら獣医師に相談すること。  

米国サウスダコタ州において2009年で初めて炭痘症例が確認  

され、予防接種を受けていない250頭のうち5頭の仔牛が死亡し  
た。炭痘胞子は土壌でいつまでも生き残るために、サウスダコタ  
ではアウトブレイクの発生の可能性が高くなっていると当局獣  
医師は報告した。アルカリ土壌、高温多湿は庚痘胞子を成長さ  
せ、草食動物への感染につながる。  

ProMED－mai1  

20091001．3415  

ProMED－mai1  

20090613．2198  

ProMED－mai1  

20090628．2343  

ProMED－mai1  

20090804．2750  

米国テキサス州Sch（eicher郡で牛（AngusCow）に2009年で初  
めてとなる庚痘のアウトブレイクが報告された。TVMDL（Texas  
VeterinarYMedicalLaboratory）で陽性反応が検出された。  

ProMED－mai1  

20090815．2894  

米国NorthDakota州南西部で、畜牛の検査において2009年で  
初めてとなる炭痘陽性結果が報告された。州の獣医師は、症例  
はHettingerとSLope郡境に沿って報告されており、ここ数年にお  
けるこの地域での最初の確定症例である。また、死亡した家畜  
を見つけた牧場主は死体を処分する前に獣医師に相談するこ  
と。2005年のアウトブレイクの期間、ノースダコタでは500例以  
上の庚痘による死亡が確認された。   

ProMED－mai1  

20090917．3266  
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C127細胞  
株（マウス  

細胞）  

ローノ株式  
会社   
メルクセ  

ローノ株式  
会社   

メルクセ  

ローノ株式  
会社  

子組換え）  

ホリトロピンアル  
ファ（遺伝子組換  

え）   

ソマトロピン（遺伝  

子組換え）  

チャイニー  
ズハムス  

ター細胞株   

ブタ膵臓  

不明  
チャイニー  
ズハムス  

ター卵巣  

細胞  
トリプシン  

米国  

インフルエン ザ  
CDC／MMWR2009；  

58：369－374  
90588に同じ  

CDC／MMWR2009；  

58；618－6212009  

June 12 
ブルセラ症  90670に同じ  

米国テキサス州Tomball出身の76歳男性が2009年初めにブル  
セラ症と診断された。男性とその息子は野生ブタの狩りをし、1  
頭を解体したが、ブタの扱いには注意を払い、また常に手袋を  
着用していた。HustonChronicIe紙は2009年9月17日付けでテ  
キサスの野生ブタの10別まブルセラ属菌に陽性と報告したが、  
州の東部では更に高い割合とされている。  

‘t  

ProMED－mai1  

20090920．3303  
ブルセラ症  

ローノ株式  
メルクセ  会社  

ソマトロピン（遺伝  

子組換え）  

ウシ胎児  ウシ胎児血 液  1）マスターセ  
ルバンク（不  

明）2）ワー  

キングセル  
バンク（米国）  

宥■  蕪■  蕪■■  

ProMED－mai1  

20090418．1470  
90764に同じ  

ProMED－mai1  

20091001．3415  
狂犬病  

結核  

結核  

炭痘  

炭痕  

炭痕  

90764に同じ  

ProMED－mai1  

20090613．2198  
90764に同じ  

ProMED－mai1  

20090628．2343  
90764に同じ  

ProMED－mai1  

20090804．2750   

ProMED－mai1  

20090815．2894  

090764に同じ  

090764に同じ  

ProM∈D－mai1  

20090917．3266  
090764に同じ   
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概要  

エタネルセプト（遺 伝子組換え）  
2009年5月15日、カナダ食品検査局（CFIA）はアルバータ州の  
80月齢の乳牛1例がBSE（bovinespongiformencephalopathy）  
であることを確認した。動物の死体のどの部位もヒト食用もしく  
は動物飼料の流通に混入していない。この動物の生まれた牧  
場は特定されており、調査中である。感染動物の月齢や場所は  
カナダで検出されたこれまでの症例と一貫性がある。カナダは  
0IE（WorldOrganisationforAnimalHealth）によってBSEの制御  
されたリスク国として認められており、今回の例はカナダ産牛や  
牛肉の輸出に影響は及ぼさない。  

90769に同じ  

CFIA 2009Mayl  

エタネルセプト（遺  

伝子組換え）  

エタネルセプト（遺  

伝子組換え）  

ウシトラン  

スフェリン  

チャイニー  

ウシ血液  ＿ユ‾ソ‾  

ランド  

不明  

CFIA 2009Mayl  

チャイニー  

ズハムス  

ター卵巣  

ブタの腫臓  

ワイス  

ズハムス  

ター卵巣  
細胞  

トリプシン  
アメリカ・カ ナダ  

経口生ポリオワク  

チン  

日本ポリオ  
研究所  カナダ当局は、2009年4月24日、メキシコから送られた51症例  

のヒト試料をNationalMicrobioIogyLaboratoryにて検査した結  
果、16例がブタインフル工ンザに陽性であったと発表した。メキ  
シコではアウトブレイクにより20名が死亡し、1004例が感染して  
おり、WHOは緊急会言義を招集する予定である。最近、メキシコ  
から帰国したカナダ人がインフルエンザ様症状を呈した例があ  
るが、ヒトのブタインフルエンザ感染を確認した例はない。  

CBS News2009 Apri124  

2009年4月24日、米国CDCの発表によると、メキシコで死者も出  
ている呼吸器疾患のアウトブレイクが起きているが、その患者  
試料は軽症の症状を示した米国患者から分離されたブタインフ  
ルエンザと一致した。米国ではブタインフルエンザA／HINlが確  
認された症例は8例となり、遺伝子セグメントは4つの異なるイン  
フルエンザタイプから構成されている。また、メキシコで流行して  
いるウイルスは季節性インフルエンザとは異なり健康な若年成  
人に多く感染しており、ブタインフルエンザA／HINlはオセルタミ  
ビルおよぴザナミビルに感受性がある。   

ブタインフルエンザA（HINl）ウイルスに感染した追加の6症例  
について。カリフオルニアのサンディエゴで3例、インペリアルで  
1例、テキサスのグァダルベで2例報告された。これらの患者か  
ら分離されたウイルスはメキシコの患者から分離されたウイル  
スと同じであった。  

新型インフル エンザ （HINl）  

CIDRAP News  

2009Aprit24  

新型インフル 工ンザ （HINl）  

CDC／MMWR2009；  
58（Dispatch）；l－3  

（2009Apri124）  

新型インフル エンザ （HINl）  

CDC／MMWR2009；  

58：（Dispatch）l－3  

（2009Aprt121）  

90498に同じ   
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メキシコでの多くの死亡例はこれまでにないブタインフルエンザ  
種によるとの疑いから、当局は首都での公共機関の閉鎖を行つ  
た。この新しいウイルスは、ブタ亘り・ヒトの遺伝子から成り、米  
国のテキサスおよびカリフオルニア州で8人に感染した。WHOは  
パンデミック警戒レベルを引き上げるか旅行注意喚起を発表す  
るかを協譲するため専門委員会を招集した。その他、メキシコ  
政府の対応やCDCの発表内容などが報道された。  

90589に同じ   

■t■＋■■ －●●■■■■ －－ ■ ■●●■■－ － 一一一 ■ －■■一－－ － －－－－ － － －－－－ －－－－－－－■■■■ ■ ■一  

2009年4月26日、カナダはブタインフルエンザのヒト感染例が確  
認された3番目の国となり、世界のパンデミック警戒レベルの引  
き上げが検討されている。ニュージーランドからスペインに亘る  

各国も疑いのある症例を報告し、北アメリカへの渡航を警告し  
た国や検疫の立案、豚肉輸入の規制強化および渡航者の発熱  
検査をおこなった国もある。その他、WHOの報告内容や各国の  
感染状況などが報道された。  

90589に同じ  

新型インフル エンザ （HINl）  

Yahoo News2009 Apri124  

新型インフル エンザ （HINl）  

WHO／EPR2009 Apri124  

新型インフル エンザ （HINl）  

Yahoo News2009 Aprj126  

新型インフル エンザ （HINl）  

WHO／EPR2009 Apri126  

英国スコットランドのScottishHealthはメキシコから帰国後入院  

したが回復している2例が、英国で初めてのブタインフルエンザ  
感染症例であることを確認した。2名は旅行を共にし、帰国4日  
後に医療機関を受診した。感染者と接触のあった22名のうち7  
名に軽い症状が認められたが、ブタインフル工ンザは確認され  
ていない。  

BBC News2009 Ap川27  

メキシコ当局は、ブタインフルエンザによると疑われる死者は  
149名に増えており、状況は確実に悪化しているため、全国的  
な学校閉鎖や国内での公な集会を広く制限する決定を促してい  
ると概説した。当局がブタインフル工ンザを知り得てから1995人  
が重篤な肺炎により入院し、1070人が回復したと述べた。ウイ  
ルスによる死亡の確定症例は20例であるが、検査施設は国内  
で2箇所のみであり、新型種の検査に時間がかかっている。ま  
た当局は最初の死亡例は、Oaxacaで39歳の女性が死亡した4  
月13日であったと確認したが、他の症例についても可能性が考  
えられている。その他、メキシコにおける新型インフルエンザに  
潤する状況が述べられている。   

新型インフル エンザ （HINl）  

The Washinton 
Post2009Apri128  
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概要  

英国HeaIthProtectionAgencyは更に9人のブタインフルエンザ  
症例が確定され、総計27例であると報告した。HINlウイルス感  
染と診断された5名は7歳の児童で、学校は少なくとも7日間閉  
鎖される。児童の症状は比較的軽症であり、アウトブレイクの感  
染源は調査中である。児童と接触のあったヒトは抗ウイルス薬  
投与がなされている。その他、3校が閉鎖となっていることを含  
め、英国での新型インフルエンザに関する状況が述べられてい  

る。  

米国のARS（AgricaufturalResearchService）は2009日INlイン  
フル工ンザウイルスに関する最近の研究結果を公開した。米国  
産ブタ群が新型ブタ由来（S／0）HINlインフルエンザウイルスに  
感染するかを調べる目的で、米国のブタインフルエンザウイル  
ス感染歴のあるブタもしくはワクチンを接種したブタの血清を採  
取し、検査した結果、新型S／OHINlインフルエンザウイルスに  
対する交差性には限界があり、既に米国内で流行しているブタ  
インフルエンザウイルスによって惹起された免疫は現在ヒトの  
聞で流行している新型S／OHINlインフル工ンザウイルスからブ  
タを守ることはないことが示唆された。  

新型インフル 工ンザ （HINl）  

BBC News2009 May24  

新型インフル エンザ （HINl）  

USDA／ARS2009 M∂y30  

新型ブタインフルエンザ／くンデミックはメキシコの農場で発生し  

た説が一般的だが、federaIagricuItureはアジアの豚で発生し、  
人により北米に運ばれたと考えている。しかしそれを証明する  
方法はなく、また、それを支持するには中途半端なデータのみ  
である。ユーラシアと北米の遺伝子が組み合わさった新型ウイ  
ルスが北米の豚で流行した証拠はな〈、一方非常に関連のある  
「姉妹ウイルス」がアジアで流行した証拠がある。  

2009年3月24日－4月29日、入院821例および死亡100例を含  
む計2，155例の重症肺炎がメキシコ保健省（MexicanMinjsrty  
ofHea7th）に報告された。この期間に8，817例の鼻咽頭検体が  
Nationa＝≡pidernioLogjcaJReferenceLaboratoryに提出され、う  
ち2，582例がS－0Ⅰ∨陽性であった。患者の死亡率と罷患率にお  
ける年齢の変化を検討する目的で、重症肺炎として報告された  
患者の年齢分布を最近のインフルエンザ流行期間と比較した。  
調査期間中、死亡例の87％および重症肺炎症例数の71％が5－  
59歳の年齢の患者であり、対照期間における同年齢グループ  
ではそれぞれ平均17％，32％であった。今回の流行の特徴は、  
若年集団に感染する季節性ではない流行を示す新型インフル  
エンザウイルスが流布している点が過去のインフルエンザパン  
デミックと似ている。インフルエンザパンデミツの初期には重症  
肺炎の発症率が急上昇し、そうした病気のある患者の年齢分  
布に変化があった。これは過去のパンデミックを連想させ、1957  
年パンデミック以前の小児期にHINl株に曝露された人々が  
今回のパンデミックで相対的に防御されたことを示唆した。   

Times2009June  

The NewYol女  24  

新型インフル エンザ （HINり  

2009二3（‖ニ674－  NEngIJMed  679  
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現在のHINlブタインフルエンザの発生のルーツは、1918年に  
アイオワ州で行われた豚の品評会CedarRapidsSwineShowで  
ブタを発病させた病気にあると、ピッツバーグ大学大学院公衆  
衛生の感染症の専門家がNewEnglandJoumalofMedicineに  
報告した。HINlはほぼ1世紀続いており、絶滅した種が偶然復  
活した過程を経ている。HINlインフルエンザウイルスはその経  
てきた歴史を通して伝播の可能性を示しており、また、インフル  
エンザウイルスの出現と変革の歴史に関する研究は、一般的  
なパターンを示し、我々が可能な限り準備するために必要な情  
報となる。  

新型インフル エンザ （HINl）  

Science Daily 
2009J山y5  

米国  ヒト血液  
抗HBs人免疫グロ  
ブリン  

化学及血清  
新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

CDC／MMWR2009ニ  
58：（Dispatch）1－3  

（2009Apri121）  

療法研究所  
90498に同じ  

厚生労働省 新型  
インフル工ンザに  

関する報道発表資  
料 2009May16  

90498に同じ  

人血液   
日本  解凍人赤血球濃  

厚液  
Eurosurvei”ance  

2009Apri116：  
14（15）  

90550に同じ  A型肝炎  

B型肝炎  

B型肝炎  

8・C型肝炎  

感染症  

E型肝炎  

E型肝炎  

川∨  

Hepatology2009ニ  

49：S156－165   

Transfusion 2009 
July；49；1314－  

1320   

Transfusion2009；  
49：648－654  

第57回日本輸血・  

細胞治療学会  

2009ニ55：245  

Emerglng  
Infectious Disease  
2009：15；704－了08  

第57回日本輸血・  

細胞治療学会  

2009；55：244   

Pediatrics2009；  
124：658－666  

90717に同じ  

90666に同じ  

90717に同じ  

90550に同じ  

90550に同じ  

90550に同じ  

第83回日本感染  
症学会総会2009  
Aph123－24；314  

90550に同じ   
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概要  

Nature Medicine  

2009；15；871－872  
90636に同じ  

2009年8月米国FDAは、ヒト免疫不全ウイルス1型（川∨－1）グ  
ループ0の感染リスクの高いドナーの管理に関する勧告と題し  
た企業向けガイダンスを発表し、即時適用するよう求めた。  
A．HIV－1グループ0感染リスクの高い供血者を特定するために  
問診事項が改定された。以下の質問を供血者問診票（donor  
historYqUeStionnaire）のハイリスク行為についての質問に盛り  
込むこと。  
1．1977年以降、以下の国で生まれたかもしくは居住していたこと  
があるか：カルメーン、ベナン、中央アフリカ共和国、チャド、コン  

ゴ、赤道ギニア、ケニヤ、カボン、ニジェール、ナイジェリア、セ  
ネガル、トーゴ、ザンビア。それはいつか。  
2．1977年以降にこれらの園へ渡航歴がある場合、輸血や血液  
製剤による治療を受けたか。それはいつか。  
3．1977年以降にこれらの国で生まれたヒトもしくは居住していた  
ヒトと性的接触を持ったか。それはいつか。  
質問のいずれかを肯定した感染の可能性のある供血者を無制  
限に供血延期とすること。ただし、最後のHIV－1グループ0の曝  
露から1年後に、以下Cの勧告に従って再エントリーを検討でき  

る。  
B．HIV－1グループ0抗体の検出感度を有するとラベルの  
TntendenUse項に記載された、供血者スクリーニング用の承認  
済み抗HIV－1／2テストを実施する場合、上記Aの問診を中止し  
てもよい。  
C．川∨一1グループ0感染リスクの質問への回答に基づき供給延  
期とされた供給者の再エントリーについて、最後のHlV－1グルー  
プ0への曝露から最低でも1年の保留期間を経た後、供給者は  
以下の場合、再エントリーしてよい。  
1．当該供血者の現在の供血時に、川∨一1グループ0抗体の検出  
感度を有するとラベルのIntendenUse項に記載された抗HIV－  
1／2スクリーニングテストの結果、陰性と判明し、かつ  
2．当該供血者が全ての供血着通格基準を満たしている。  

90717に同じ  

FDA／CBER2009  
August Guidance 
forIndustry   

Eurosuveilance  
2009：14（19）：2009  

May 14 
Q熟  

アメリカ・トリ  
／くノソーマ症  

アメリカ・トリ  
パノソーマ症  

Emerging  
lnfectious Disease  
2009：15二653－655   

ProMED－mair  
20090406．1328  

CBER  
（http：／／w〟．fda．g  

ov／cber／gdlns／ch  

agas．htm）  

90717に同じ  

アメリカ・トリ  
パノソーマ症  

90717に同じ   
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ウイルス感  
染  

インフルエン  
ザ   

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  
新型インフル  

エンザ  
（HINl）  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

ウイルス感  
染  
ウイルス感  

染  

PLoS Pathogens 
2009；4：elOOO455  

VimsRes．2009：  

140；85－90  
90550に同じ  

2009：360：2605－  NEnglJMed  2615  90473に同じ  

FDA／CBER2009 Apri130  90523に同じ  

Eurosurveillance 
2009；14：19244  

日本感染症学会  

90550に同じ  

第83回総会 P224 0－171  

90505に同じ  

ProMED－mai1  

20090806．2782  
90686に同じ  

CDC  
（http：／／www，Cdc．g  

ov／ncidod／dvbid／  

westniIe／sun／＆con  

trolCaseCount08_ 
detailed．htm）  

ウエストナイ  
ルウイルス  

90550に同じ  

手筋ブ三キ  

ウイルス感  CDC2009August 17  90550に同じ   

ベトナムハノイ市では、デング熱症例が深刻な増加を示してお  
り、2009年初から8月下旬までに2500症例が報告され、これは  
2008年の同時期と比べて10倍以上であった。また、ホーテンミ  
ン市ではデング熱症例数の急増はないものの、多くの患者が重  
症化しており、死亡例も多くなっている。同市の第一小児病院  
は、毎日20－25人がデング熱症例のため来院しており、小児の  
デング熱症例は、感染後1－2日は手足口病やHINlインフルエ  
ンザとの判別が難しいためデング熱への警戒をゆるめることが  
あるが、小児は死に至ることがあると注意喚起した。  

ProMED－mai1  

20090831．3065  
デング熱  

47news．2009 Jun27  90550に同じ   
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概要  

Joumal of 

Infectious Disease  

2009：199（‖）：  

1592－1598  

90550に同じ  

■■一■●●一■－－－－－■■■－●－－■■－ －一一－－－－－－－－－－－ －－一一一一－■－－－－－－－■一■   

BHF（Bolivianhemo両1agicfever）は1959年にボリビア東部での  

アウトブレイク発生時に初めて報告され、2007年2－3月、ボリビ  
アで少なくとも20例（死亡3例）のBHF疑い例が報告された。  
2008年2月には少なくとも200例（死亡12例）の疑い例が報告さ  

れ、19症例の血清を間接免疫蛍光法およぴPCRを用いて検査  
した。その結果、アレナウイルス5株が分離され、ウイルスRNA  
の遺伝子配列の結果、マテュボウイルスを確認し、8つの主要  
な系統に分類された。その後も、マチュボウイルスは孤発症例  
やボリビアでのBHFアウトブレイクの原因となっているが、5例  
（死亡3例）の農業従事者である患者については、5例ともBHF  
感染歴のある患者からの血菜成分輸血を受けたが、3例は死  
亡した。病状が重篤化する前に、マテュボウイルスによって免  
疫が惹起された血祭を投与することが生存率を高くする。  

HHV－8感染  

［merging  
lnfectious Disease  
2009；15：1526－  

1528（September  
2009）  

ボリビア出血 熱  

日本感染症学会  
第83回総会2009  
Aprl123－24；224  
0－172  

90717に同じ  細菌感染  

フェルトヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
ProMED－mai1  

20090108．007（5  
90550に同じ  

t／eng／info／en＿eSb  OIE （http：／／ww．oie．in  monde．htm．）  90550に同じ  

t／eng／info／en＿eSb  

m．htm．）  0IE （http：／／ww．oie．in  
90550に同じ  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

リケッチア症  

90550に同じ  BMJ2009May21  

第83回日本感染  
症学会総会 2009  
Apri123－24  

日本  ヒトの肝‡施  
沈降B型肝炎ワク  
チン（huGK－14細胞 由来）  

HBs抗原た  明治乳業  

ん白質 （huGK－14 細胞由来）  

90527に同じ   
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日本感染症学会  
第83回総会 P225  

0－173  

WHO／EPR2009  
April 24 

レンサ球菌  
感染   

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

9050引こ同じ  

90589に同じ   

■－ ■■－■●■■一一●●■ － －●■■－ －－－－－－－－－－－－←－－■一一 一一 － 一一 ■－ －■■■■●■ － ■  

2009年5月9日、厚生労働省は成田空港の検疫で、米国デトロ  
イト発の便で帰国した大阪府内の日本人男性3人が、新型イン  
フルエンザに感染していることを確認したと発表した。国立感染  
症研究所でウイルスの遺伝子を検査した結果、新型インフルエ  
ンザの陽性反応が出た。園内で感染者が確認されたのは初め  
てである。  
■ ■● ■ ■ ● ● 一一 －■■ －－－－ ■ － － －－ － ■ － － － － － － －－ － － －－■一 －－一一－●■－ － －●■一 － ● ■－   

90562に同じ  

asahj，COm2009 May9  

ウイルス感 染  
ProMED－mai1  
20090515．1821   

ProMED－mai1  
20090601．2042  
（出典はPLoS  

Pathogens，May  
2009）  

2008年に南アで発生した致死性出血熱のアウトブレイクにおい  

て、30年ぶりに新規の旧世界アレナウイルスが分離された。発  
見された地名（Lusaka，Johannesburg）より、LL如virusと命名さ  
れた。  

ウイルス感 染  

トルコのバルカンで、AP92－1ikeCCHFV（Crimean－Congo  
hemorThagicfevervinJS）に感染した初症例が報告された。確定  
診断はRT－PCRによって行われ、症例が検出された地域では、  
ヒト血清とダニベクター調査が行われた。その結果、7引例のう  
ち38例が抗CCHFVlgMに陽性であり、CCHFV感染の割合は  
5．2％であった。多変量解析の結果、高齢（oddsratio：1．03．  
confidenceinten／al：1．01－1．05，Pく0．001）および男性（oddsratio：  
2，5，COnfidenceintervaI：l．15－5．63．pく0．020）がCCHFV感染のリ  
スクファクターであった。   

カメルーンの女性にゴリラ種と近系であるHIV感染が検出された  

とNatureMedicen（＝発表された。62歳のそのカメルーン女性は  
パリに在住しており、ルーチンのウイルス検量線で矛盾点が見  
つかり、詳細な解析が行われた。女性は、パリ移住前にカメ  
ルーンに住んでいたがゴリラや野生肉と接点はなく、ゴリラ種の  
キャリアである他のヒトからウイルス感染があったと考えられて  
いる。本例はチンパンジー以外の種から初めての確定的なHⅣ  
感染例であり、新規種の出現をモニターする必要性が高まっ  
た。   

コンゴ・クリミ  
ア出血熱  

ProMED－mai1  

20090612．2171  

ProMED－mai1  

20090803．2728  

明治乳業  

明治乳業  

沈降B型肝炎ワク  
チン（huGK－14細胞  

由来）  

沈降8型肝炎ワク  
チン（huGK－14細胞  

由来）  

ウシ胎児  ウシの血液  

ウシの血液  

2009／12／8  

2009／12／8  血清  ウシ血清 アルブミン  
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沈降B型肝炎ワク  明治乳業  

明治乳業  

明治乳業  

ウシのI降旗  

ウサギの  

血液   

マウスの血  

液  

ブタの謄臓  

＿       ヽ○ ＿ユ‾ソ‾  

ランド   

日本  

日本  

DNaseI  

ウサギ抗ヒ  

テン（huGK－14細胞  

由来）  

沈降8型肝炎ワク  
チン（huGK－14細胞  

由来）  

沈降B型肝炎ワク  
チン（huGK－14細胞  

由来）   

沈降B型肝炎ワク  
チン（huGK－14細胞  

由来）  

ト血清アル  
ブミン抗体  
マウス抗  

ローナル  

HBsモノク  抗休 トリプシン  

明治乳業  アメリカ  
ProMED－mai1  

20090502．1653（出  

典はCFIANews  

Release2009May  
2）  

インフルエン ザ  
90507に同じ  

ワイス  
ゲムツズマブオゾ  
ガマイシン（遺伝子  

組換え）  

ゲムツズマブオゾ  
ガマイシン（遺伝子  

組換え）  

ゲムツズマブオゾ  
ガマイシン（遺伝子  

細換え）  

ゲムツズマブオゾ  
ガマイシン（遺伝子  

組換え）  

ヒト血液  米国  
ヒトトランス  
フェリン   

ヒトγグロ  

ブリン  

スキムミル  
ク  

ヒト血液  
フィンラン  
ド、スウェー  
デン  
米国  ワイス  ウシ乳  

90769に同じ  CFIA 2009Mayl  

ペプトン  ウシ乳  
オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

オーストラリ ア、ニュー ジーランド  ニューソー ランド、米国  

宥－  蕪‥  

90769に同じ  CFIA 2009Mayl  

ウシ乳  
宥－  蕪‥  蕪‾  ゲムツズマブオゾ  

ガマイシン（遺伝子  

組換え）  

ゲムツズマブオゾ  
ガマイシン（遺伝子  

組換え）  

ゲムツズマブオゾ  
ガマイシン（遺伝子  

組換え）  

カゼイン  

ウシ胎児  

90769に同じ  CFIA 2009Mayl  

ウシ血液  
宥－  蕪■‾  

血清  

ウシ血清  

アルブミン  

90769に同じ  CFIA 2009Mayl  

ウシ血液  

90769に同じ   CFIA 2009Mayl  
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ガマイシン（遺伝子  

ゲムツズマブオゾ  組換え）  

ヒツジ毛  
22009年10月28日、MAFBNZ（MAF（Ministr・yOfAgricultureand  
Forestry）BiosecurityNewZealand）およびNZFSA（NewZealand  
FoodSafetyAuthority）は、ニュージーランドおよぴヨーロッパの  
研究所が行った1頭のニュージーランド産ヒツジの脳における一  

連の検査の結果、非定型スクレイピー／Nor98を検出した、と発  
表した。非定型スクレイピー／Nor9引ま古典型スクレイピーとは  
全く異なり、非定型スクレイピー／Nor98もスクレイピーもヒトの健  
康や肉・肉製品を食べることの安全性にどのようなリスクを及ぼ  
すか不明であるが、広く受け入れられている科学的見解は、非  
定型スクレイピー／Nor9引ま世界中のヒツジ集団において極少  

数の高齢羊に自然発生的に起こるとしている。非定型スクレイ  
ピー／Norg8陽性がニュージーランドの国産群由来の羊に検出  

されたことは、この見解を強調し、今回の検出がスクレイピーな  
しとするニュージーランドの状況を変えることはない。感染の  
あった脳は、∃一口ツパ連合（EU）に送られた200の委託のうちの  
一つで、ヨーロッパ輸送前にEU認可のテストがニュージーランド  
国内で行われたが、何事もなかった。しかし、ヨーロッパで更に  
テストされ、ニュージーランドで脳の異なる部分を再試験した結  
果、非定型スクレイピー／Nor98と診断された。NZFSAは、UK  
FoodStandardsAgencyが助言したラムやマトンもしくはこれら  

の動物由来製品を食肉とするのを辞める理由はない、との発言  
に同意する。  

ア、ニュー  
ジーランド  

MAF 2009 

0ctober28  

マウス骨 髄腫由来 NSO細胞  

マウス骨髄  

腫  

不明  ワイス  
ゲムツズマブオゾ  
ガマイシン（遺伝子  

細換え）  

ウシ胎仔  
■t  

ジ諾々7  
ム・ジャパン  

■  
7誹iニ色ち＝者  

（遺伝子組換え）   

イミグルセラーゼ  
（遺伝子組換え）   

2009／12／9  

2009／12／9  ジェンザイ  
ドナー仔牛   

ム・ジャパン  
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概要  

宿主細胞系は、  
DrLAChasjn（C  
olumblaUnivorsit  

y）より入手したジ  

ヒドロ葉酸還元  
酵素（DHFR）欠  
損チャイニーズ  
ハムスター卵巣  
細胞（CHO）細胞  

系である   

米国・カナダ  

ラーゼ（遺  

伝子組換  
イミグルセ   え）  

ニーズハム  

スター卵巣  換えチャイ   細胞  

ム・ジャパン  （遺伝子緒換え）  

ラロニダーゼ（遺伝  

子組換え）  

トリプシン  ブタ膵臓  
ジ工ンザイ  
ム・ジャパン  22009年6月29日、ケニアで／くンデミックHINl感染の初症例が  

確認された。当時、サハラアフリカでは4カ国のみが症例を報告  
しており、この地域での二次感染はなかった。ケニアでのサー  
ベイランスの結果、園内ヘウイルスを持込んだ4つの個別グ  
ループを見つけた。この輸入感染は、抗ウイルス薬の使用がま  
だ始まっておらず、ウイルス感染の少ない集団において、ウイ  
ルス伝播を研究するよい機会であるため、この4グループの輸  
入感染状況についてまとめた。また、HINl確定症例の家族間  
二次感染の割合は26％となり、季節性インフルエンザの場合と  
同程度であった。  

新型インフル エンザ （HINl）  

CDC／MMWR2009；  

蕪■  蕪‾‾  
ウシ胎児血 液  

米国、カナ  

ダ、メキシ  
コ、ニュー  
ジーランド   

宿主細胞系は、  
Dona†d酬ey（UC  

SD大学）及び  
James  

paulson（UCLA大  

学より入手した  
ジヒドロ葉酸還  
元酵素（DHFR）  
欠損チャイニー  
ズハムスター卵  
巣細胞（CHO）細  
胞系である   

米国  

ラロニダーゼ（遺伝  

子細換え）  

ウシ胎児  ジェンザイ  

ム・ジャパン  

蕪■   蕪‥  チャイニー  
ズハムス  
ター卵巣細  
胞  

ラロニダーゼ（遺伝  

子組換え）  

ラロニダー  
ジェンザイ  

ゼ（遺伝子 組換え）  

ム・ジャパン  

発育鶏胚  発育鶏卵  黄熱ワクチン  
サノフィパス  

ツール第一  

三共ワクチ  
ン  

バイオジェ  
ン・アイデッ  
ク・ジャパン  

ウシ血液  米国、カナ  

ダ  

米国、カナ  

ダ  

米国  

ウシトラン  
インターフェロン  
ベーター1a（遺伝子  

組換え）   

インターフェロン  
ベーター1a（遺伝子  

細換え）   

インターフェロン  
ベーター1a（遺伝子  

組換え）  

スフェリン  

ウシインス  
リン  

ウシ胎児  

90769に同じ  CFIA 2009Mayl  

ウシ膵臓抽  
出物  

ウシ胎児血  
液  

バイオジェ  
ン・アイデッ  
ク・ジャパン   

／くイオジェ  

ン・アイデッ  
ク・ジャパン  

90769に同じ  CFIA 2009Mayl  

90769に同じ   CFIA 2009Mayl  
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ガルスルファーゼ  
（遺伝子租換え）  

ATCCから入手  
したCHOセルラ  
インをマスタセ  
ルバンクに使用  
した細胞株  

中国  

ズハムス  

チャイニー  ター卵巣 細胞  

チャイニー  
ズハムス  

ター卵巣細  
胞  

ヒト尿  
持田製薬  ウリナスタテン  ウリナスタ  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

リケッチア症  

WHO／EPR2009  
May14   

第83回日本感染  
症学会総会 P214  

0－152  

90505に同じ  

日本感染症学会  
某83回総会 P224  

0－171  

ウイルス感  
染  

レンサ球菌  
感染  

90505に同じ  

日本感染症学会  
第83回総会 P225  
0－173  

90505に同じ  

日本感染症学会  
第83回総会 P225  
0－174  

細菌感染  90505に同じ  

日本感染症学会  
第83回総会 P239  

0－201  

N∈nglJMed  

2009：360；2099－  

エⅧ且．‥．．．．．‖‖   

Nature Medicjne  
2009：15：87卜872  

真薗感染  

ウイルス感  
染  

HIV  

90505に同じ  

90636に同じ   

グラクソ・ス  
ミスクライン  

組換え沈降2価ヒ  
トパピローマウイル  
ス様粒子ワクチン  
（イラクサギンウワ  

バ細胞由来）   

組換え沈降2価ヒ  
トパピローマウイル  

ス様粒子ワクチン  
（イラクサギンウワ  

バ細胞由来）   

乾燥イオン交換樹  
脂処理人免疫グロ  
ブリン   

ウシ（乳）  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

蕪■  蕪‘  蕪‖  

グラクソ・ス  

ミスクライン  

H卜5  

Rix4446細 胞  ンウワバ  
イラクサギ  （卵）  

1984年に単機さ  

れたイラクサギ  
ンウウバの卵由  
来初代細胞を♯  
代培養した細胞  
株   

米国   

蕪‾  蕪■‾  

バクスター  
人免疫グ ロブリンG  

人血兼  
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人血清ア  
ルブミン  

ペプシン処  
理人免疫  
グロブリン  
G分屏   

スルホ化  

人免疫グ  
ロブリンG   

人血清ア  

ルブミン  

乾燥イオン交換樹  
脂処理人免疫グロ  
ブリン  

乾燥ペプシン処理  
人免疫グロブリン  

日本  
ヒト血液  

化学及血清 療法研究所  厚生労働省 新型  
インフルエンザに  
関する報道発表資  
料 2009May16  

新型インフル エンザ （HNl）  

9049引こ同じ  

米国、日本  ヒト血液  
乾燥スルホ化人免  
役グロブリン  

乾燥弱毒生風しん  
ワクチン  
乾燥弱毒生おたふ  
くかぜワクチン  

人全血液  

化学及血清  

療法研究所  

化学及血清  
療法研究所  

ヒト血液  
日本  

厚生労働省 新型  
インフルエンザに  

関する報道発表資  

料 2009May16  

Eurosurvei‖ance  

2009Apri116；  
14（15）   

Hepatology2009：  
49；S156－165  

Transfusion 2009 
July：49；1314－  

1320  

新型インフル エンザ （HINl）  

90498に同じ  

日本  
人血液  人全血液  

日本赤十字 社  

90550に同じ  A型肝炎  

90717に同じ  

9066引こ同じ  

輸血後検査におけるHBV陽性例の発生状況とその原因につい  

て全国調査を行った。2007年卜12月の輸血後検査における  
HBVDNAまたはHBs抗原陽性例経験の有無を問い、有経験施  
設には個別調査を行った結果、輸血後HBV陽性例の経験施設  
（37）のうち18施設が37症例を回答した。輸血前（保管）検体の  
検査結果と献血者保管検体の個別NAT検査の成績を元に、既  
感染例、輸血感染例、再活性化例、その他、分類不能の5分類  
に該当する症例は、それぞれ19、4、6、0、8例であり、輸血を要  
する治療を行った患者にHBV活性化が存在することが判明し  

た。輸血によるHBV伝播とHBV再活性化の鑑別には、輸血前の  
HBs・HBc抗体検査か輸血前検体保管が必要である。  

90717に同じ  

日本肝臓学会大  
会第13回2009：  
A536（2009  
0ctober14－15）  

B型肝炎  

Transfusion2009：  
49：648－654   

第57回日本輸血■  

細胞治療学会  

2009：55；245  

B・C型肝炎  

90550に同じ   
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Emerging  
］nfectious Disease  
2009：15：704一丁08   

第57回日本輸血・  

細胞治療学会  
2009；55；244  

90550に同じ  E型肝炎  

90550に同じ  E型肝炎  

Pediatrics2009；  
124；658－866   

第83回日本感染  
症学会総会2009  
Apri123－24；314  

90550に同じ  

90550に同じ  

Nature Medicine  
2009こ15：87卜872  

FDA／CBER2009  
August Guidance 
forIndustけ  

90636に同じ  

90774に同じ  

Eurosuveilance  
2009こ14（19）：2009  

May 14 
90717に同じ  

近年、各地医療機関から依頼のあった在日ラテンアメリカ人心  
疾患患者41名についてジャーガス病原体Trypanosoma  
cruzi（T．cnJZi）血清抗体検査を行った結果、15名が明らかに陽  
性を示し、ジャーガス病が示唆された。更に抗体陽性者血液か  
らT．cr・UZiLDNAを検出し、また、血液培養の結果2名からT．cmzi  
虫体を分離した。慢性の病原体キャリアーが日本に存在するこ  
とが明らかとなったが、媒介昆虫の存在しない国内において感  
染経路は二次感染であるため、事前の抗体検査で防ぐことが  
出来る。  

90527に同じ  

日本感染症学会  
第58回東日本地  
方会2009：124  
041（2009  
0ctober30－31）  

アメリカtトリ  

パノソーマ症  

ウイルス感  
染  

新型インフル  
エンザ  
（HINl）   

新型インフル  
エンザ  
（HINり  

PLoS Pathogens 
2009；4：¢1000455  

NEnglJMed  
2009；360；2605－  

2615  

FDA／CBER2009  
Aprj130  

90473に同じ  

90523に同じ   
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新型インフル  
エンザ  
（HINl）  

ウイルス感  
染  

ウイルス感  
染  

Eurosurveillance  
2009：14：19244  

日本感染症学会  

第83回総会 P224  

0－171  

90550に同じ  

90505に同じ  

ProMED－mai1  

20090806．2782  
90666に同じ  

2008年7月、オーストリア東部の山岳地帯で6例が感染したT8E  
（Tick－bomencepha（itis）アウトブレイクの調査が行われた。初  
発患者の羊飼いは、高山牧場地に24日間滞在後、髄膜炎の臨  
床症状を呈し、TBEV（TBEvinJS）感染陽性と確定された。患者  
はダニに岐合された記憶はなく、発症8－11日前に非殺菌のヤ  
ギ乳および牛乳から製造された自家製チーズを食べていた。同  
じチーズを食べた6名中5名がTBE感染と診断され、非感染で  
あった1例はチーズを食べた直後嘔吐していた。チーズはヤギ1  
頭およぴウシ3頭の乳から製造されたが、そのヤギはHlおよび  
中和抗体検査でTBEV陽性であり、ウシ3頭は抗体陰性であっ  
た。また、ホ工イおよぴヤギ乳を与えられ、同じ牧草地で飼育さ  
れていたブタ4頭がTBEV抗体陽性を示した。このアウトブレイク  
は、中央ヨーロッパ高地におけるTBEの振興と、TBE経口感染  
の高い効率性を示した。  

Emerging  
Tnfectjous Disease  
2009：15；1671－  

1672（October  
2009〉  

ウイルス性 脳炎  

WNV（WestNilevirus）感染状況と2003－2008年に供給された米  
国製血兼由来静注用免疫グロブリン製剤（IGIV）における中和抗  
体価の関係が調査された。WNVは1999年に米国に持ち込まれ  
たが、2003年にIGlVのWNV中和抗体平均値が顕著に上昇し、  
米国人口の0．5％がWNVに感染したと推定された。また、米国の  
人口における既感染者の割合は、毎年0，1％増加し、IGIVの中和  
抗体価平均値と概ね相関があった。2008年に出荷されたIGIV  
の中央抗体価は平均21（n＝258）であり、NTAでWNT感染を確定  
したヒトから得られた血祭では更に高い抗体価（平均208（n＝30））  

であった。血井中IgG濃度を補正し、IGlV調整濃度10％と比叡す  
ると血渠試料はIGlVより100倍高値であった。この結果は、WNV  
既感染者は米国人口の1％であると推定したこれまでの報告と  
一致した。   

90550に同じ   

Emerglng  
lnfectious Disease  
2009：15：1668－  

1670（October  
2009）  

ウエストナイ  

ルウイルス  

チクングニヤ  

ウイルス感  

CDC2009August  

17  
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2009年5－6月、東南アジアから帰国後間接痛を主訴に来院した  
3例はチクングニヤウイルスJgM抗体および中和抗体陽性であ  

り、血清学的にCHIKF（Chikungunyafever）と診断された。3例は  
それぞれインドネシア・スマトラ島、インドネシア・ジャワ島もしく  
はマレーシア・クアラルンプール郊外に渡航し、いずれも現地で  
発熱および関節痛が出現した。解熱したが帰国後も関節痛は  
持続し、受診に至った。  

日本感染症学会  
第58回東日本地  
方会2009：124  
041（2009  
0ctober30－31）  

テクングニヤ  
ウイルス感  
染  

ProMED－mai1  

20090831．3065  
デング熱  90774に同じ  

47news．2009  

Jun 27 
90550に同じ  醐  

1996年、インドケララ州で発生した脳炎アウトブレイクの調査に  
おいて、蚊（C山ext血aenio什－ynChus）のプールからアルポウイ  
ルスが分離された。補体結合検査より日本脳炎とウエストナイ  
ルウイルスに交差反応を示すアルポウイルスの特徴が示され、  
アルポウイルス分離株に対する過免疫血清を使用したプラーク  
減少一中和反応検査の結果、血清は日本脳炎ウイルスでは腸  
性を示さず、ウエストナイルウイルスで弱陽性であった。このア  
ルポウイルスはバガサウイルス（BAGV）の特徴を示し、脳炎患  
者の血清は15％（8／53）がBAGV中和抗体陽性を示した。インドか  
らの初のBAGV分離の報告であり、また、人間集団がBAGVに  
曝露されていることが示唆された。  

JoumalofGeneral  
OfVio“gy2009；  

90；2644－2649  
ウイルス感 染  

Joumal of 

lnfectious Disease 
2009；199（11）こ  

1592－1598  

Emerging  
InfectiousDisease  
2009ニ15；1526－  

1528（September  
2009）  

日本感染症学会  
第83回総会2009  

Aprit23－24：224  

0－172  

HHV－8感染  90550に同じ  

ボリビア出血  
熱  

90774に同じ  

細菌感染  90717に同じ   
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概要  

CFS（ChronicFatigueSyndrome）患者の血液細胞に感染性レト  
ロウイルスXRMV（×enOtrOPicmurineleukemiavirus－reJated  
vims）を検出した。CFSは原因不明の衰弱していく疾患で、世界  
中で1700万人が罷患していると推定されている。CFS患者の末  
梢血単核球を調べた結果、ヒトgammaretorovirusであるXMRV  
のDNAが、患者101例中68例（67％）に検出され、健康対照着  
では218例中8例（3．7％）であった。細胞培養の結果、患者由来  
のXMRVは感染性があり、ウイルスの細胞を介したおよび無細  
胞性感染のいずれも可能性が示された。CFS患者由来の活性  
化PBMC、B細胞、T細胞に曝露した後、非感染初代培養リンパ  
球および指標細胞培養系には二次感染が認められた。これら  
の結果は、XMRVがCFSの病原性における要因となる可能性を  
示唆した。  

レトロウイル  

ス（XMRV）  

Sience2009；326；  

585－588  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病   
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90550に同じ  BMJ 2009 May 21 
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Emerging  
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90550に同じ  

90717に同じ  
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90550に同じ  
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感染症  
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Pediatrics2009：  
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よるvCJD（variantCreutzfeldtrJakobdisease）リスクの可能性に  

ついての概要を公表し、要点として以下が示された。  
○近年、米国承認pdFVIII製品を投与された血友病Aおよぴvon  
Willebrand病患者にvCJDが発病するl）スクに関して疑問が提起  

されている。  
○リスク評価の結果、FDA、CDCおよぴNIHも含めて米国PHS  
（PubljcHeaJthSeNice）は、米国承認pdFVllI製品を投与された  
血友病Aおよびvonwi”ebrand病患者へのvCJDリスクは、はっ  
きりとは分からないが、極めて小さい可能性が最も考えられる。  
第IX因子を含めた他の血渠由来製品によるvCJDリスクは同程  

度小さいもしくはより小さい可能性が最も考えられる。  
○新しい情報を得るには、HemophjliaTreatmentCenterの血友  
病もしくはvonWi‖ebrandにおける専門家に尋ねること。  
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魚矧こおけるTSE（transmissiblespongiforTTlenCePhalopathies）  
発症についての知見を得るため、giItheadseabeam（spartl  
aurata：ヨーロッパヘダイ）にBSE感染ウシもしくはスクレイピー感  

染ヒツジのホモジネートを経口投与した。魚に臨床症状は現れ  
なかったが、投与2年後、魚の脳は神経変性の徴侯と抗タイPrP  
抗体に陽性を示す沈着物の蓄積が認められた。非感染動物由  
来の脳を投与された対照群はこのような徴候はなかった。TSE  
感染脳よりもBSE感染脳投与された魚に多数のプロテアーゼK  

抵抗性沈着物が急速に現れ、アミロイド様成分と一致した。公  
衆衛生上の潜在的なリスクの懸念が高まる。  
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調べ、ドナーが免疫を獲得している可能性について検討した。  
その結果、IVIGl＝ブタおよび新型ウイルスに対するHIおよびNT  
活性がそれぞれ8倍、64倍と認められ、日本において、ある程  
度の率でInnuenzaA（HINl）pdmvirusに反応する抗体を保有す  
るドナーが存在すると推測された。  
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WHOはパンデミック（HINl）2009の最新情報を週毎に更新し、  
2009年11月15日現在、WHOには206を超える国からパンデミッ  
クインフルエンザ（HINl）2009の確定症例の報告があり、死亡例  
は6，郎0を超えている。感染状況は、北半球の温暖地域では冬  
季インフルエンザが早期に到来し、北アメリカおよぴヨーロッパ  
の多くの園で増大が続いているが、北半球のある地域では疾  
病の活動期がど－クを迎えている兆しがある。その他、感染状  
況につき、米国、ヨーロッパ、中央および西アジア、兼アジアお  
よぴアメリカおよぴアジアの熱帯地域について報告された。な  
お、南半球の温暖地域ではほとんど報告はない。  
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